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引きこもり 若年無業者７１万⼈＋中⾼年引きこもり６１万⼈ 
 
平成 31 年４⽉の労働⼒調査によると、
就業者数 6708 万⼈、完全失業者 176
万⼈となっている。新聞記事に⽰され
る若年無業者と中⾼年引きこもりの
多くは、仕事をする意思を⽰していな
いので、完全失業者⼈数には含まれな
い。この⼈数に⼊っていない数字合計
132 万⼈である。実に⼤きい。 
 
⽇本はまだ基本的には新卒者採⽤で
ある。卒業した年の幸不幸によりその
後の⼀⽣が左右される。132 万⼈の中
には運悪く、意図しなかった会社に就
職し、努⼒はしてみたものの会社に合
わずに退社した⽅も多く含まれてい
るものと思う。 
 
⽇本の会社は、⾃社の業容に合わせて
社員を社内で教育するのが特徴であ
る。会社を辞めると強い決意がない限
り、⾃分⾃⾝を教育する機会が少なく
なる。その結果、社会に取り残されて
いく悪循環に陥る。多くの⽅々がこの
ポケットに落ちた結果がこの数字に
表れているのだろう。 
 
世は⼈⼿不⾜、海外からの就業者を当て込む時代である。海外⼈材の教育にも⾦と時間がか
かる。⽇本の 132 万⼈は国に忘れられた存在となったのか。新卒時の運不運を、ただ単に
「運が悪かったね」で済ますことなく、万⼈に平等に挑戦できる場を提供すべきである。そ
のためには、国家主導の教育プログラムへの参加を促し、失われた時間を取り戻させる、そ
んな活動が今まさに求められている。 


